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    令和７年度の事業報告書 

 

特定非営利活動法人いもむし 

 

１ 事業の成果 

 

会員の皆様、そして日頃より当法人の活動を支えてくださる関係者・職員の皆様、平素は格別

のご理解とご協力を賜り、心より厚く御礼申し上げます。 

 

おかげさまで、当法人は今年 5月をもちまして、設立 20周年の大きな節目を迎えることができ

ました。 

地域に根差し、利用者お一人おひとりに寄り添いながら歩んできたこの 20年間は、ひとえに皆様

方の温かいご支援と、歴代の職員たちの尽力の賜物であり、心より深く感謝申し上げます。 

 

この記念すべき節目を迎えるにあたり、皆様に大切なご報告がございます。当法人の基礎を築

き、長年にわたり牽引してまいりました前理事長吉田登美子氏が、病気療養の末、2026 年 2月に

逝去
せいきょ

いたしました。ここに生前のご功績を偲び、謹んで哀悼の意を表しますとともに、これまで

前理事長を支えてくださった全ての皆様に深く感謝申し上げます。 

 

2024年の理事長就任以来、前身のグループホーム時代から、理事や事務局長として長年「いも

むし」の支援現場と運営に携わってまいりました。法人の永続的な存続と、利用者様・職員の皆

様を最後まで守り抜くため、抜本的な経営改革に着手してまいりました。その成果をここに、ご

報告いたします。 

 

１．2025年度 経営・財務状況のご報告（財務の健全化と処遇改善） 

• 2期連続での「収支の安定化（健全な運営基盤）」を達成  

前年度（2024 年度）に続き、本年度（2025 年度：2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日）

の決算におきましても、収支の適正化を図り、2 期連続で安定した運営基盤を維持するこ

とができました。これにより、予期せぬリスクにも耐えうる、強固な法人体制への第一歩

を踏み出しております。 

 

• 過去の債務の完済による「将来の経営リスク軽減」 

 以前からの課題であった日本政策金融公庫からの借入金や、車両ローンなどの多くの債

務について、手元資金を中心にほぼ全額を返済・完済いたしました。これにより、将来に

わたる金利負担や経営リスクを大幅に軽減させることができました。 

 

• 加算取得による「職員の処遇改善（給与アップ）」の実現  

経営の効率化を進めると同時に、処遇改善加算をはじめとする各種加算を適正かつ積極的

に取得いたしました。生み出された原資を最優先で現場へ還元し、職員の給与アップ（待
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遇改善）をすでに実施・実現しております。質の高い支援は職員の安定した生活と心のゆ

とりから生まれるものと考え、今後も適切な処遇改善を継続してまいります。 

 

２．事業所再編・移転のご報告（安心・安全と効率化への変革） 

これまでの「いもむし」は、生活介護（ポム、てらら）、放課後等デイサービス（いもむし・おお

い、りーふ）の 4 つの事業を、柏市内の 3 か所の拠点に分散して運営しておりました。 これを、

利用者の皆様の安全性向上と、より手厚い支援体制の構築、および運営の効率化を目指し、「2つ

の拠点、2 つの事業所」へと再編・統合いたしました。現在は新たな体制で力強く始動しており

ます。 

 

① 放課後等デイサービス事業所の統合と移転（2026年 5月～） 

• 経緯： 従来の「いもむし・おおい」（柏市大井 554-5）は法人所有物件でしたが、築年数

が古く、耐震性や安全性の面で懸念が生じておりました。利用者の皆様の安全を最優先に

考え、移転を決定いたしました。 

• 新たな取り組み： 2026年 5月、柏市松葉町の賃貸物件へ移転すると同時に、「旧りーふ」

と合併。名称も新たに放課後等デイサービス「りぼん」として生まれ変わりました。子ど

もたちと地域、そして未来をしっかりと結ぶ場所として、新たな一歩を導いております。 

 

② 生活介護事業所の統合と移転（2026年 6月～） 

• 経緯： 従来の「ポム」（柏市箕輪 358-1）は古い賃貸物件であり、維持管理や動線の面で

課題を抱えておりました。こちらは 2026年 11月末をもって賃貸契約を解約し返却いたし

ます。 

• 新たな取り組み： 2026年 6月、築浅で、設備も充実した法人所有の建物（柏市大井 539-2

／本部事務局所在地）へ「ポム」が引越しを完了いたしました。これに伴い「旧てらら」

は「ポム」へと統合され、現在は生活介護事業所「ポム」として、一体感のある、より手

厚く質の高いケアを提供しております。 

• 日中一時閉所：現状の人員配置では、緊急時、通常時の安全確保において、十分な配置に

至らず安心してご利用頂ける体制を維持する事が難しいと、法人内で判断いたしました。 

 

おわりに（今後の展望） 

これまで、長年の課題であった財務の健全化、そして事業所の再編・移転という、最大の転換

期を駆け抜けてまいりました。紆余曲折を重ねながらも、本日こうして無事に適正な収支バラン

スと、安心・安全な新体制への移行をご報告できますのは、ひとえに、現場で汗を流してくれる

職員の底力、法人の決定を信頼し支えてくださるご家族の皆様、温かいご支援を寄せ続けてくだ

さる会員・理事、関係者の皆様のおかげにほかなりません。 

 

20 周年という大きな節目に、新しくなった「りぼん」と「ポム」、さらに法人本部が密接に連

携する新体制を構築できたことは、次の 10 年、20 年を見据えた「第二創業記」の力強いスター

トラインであると確信しております。利用者の皆様お一人おひとりが「自分らしく、笑顔で生き

られる場所」を、地域の中にしっかりと根付かせてまいります。新体制となった「NPO法人いも
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むし」のこれからの歩みを、どうか温かく見守り、引き続きお力添えを賜りますよう、心よりお

願い申し上げます。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 

 

事 業 内 容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事 者

の人数 

受益対象者の範

囲及び人数 

放課後等デイサービス 

りーふ 

放課後、長期学校休業時の生

活指導（支援） 

月～金 柏市及び

近隣地域 

５人 収益者 市民 

不特定多数 

放課後等デイサービス 

いもむし・おおい 

放課後、長期学校休業時の生

活指導（支援） 

月～金 柏市及び

近隣地域 

４人 収益者 市民 

不特定多数 

生活介護ポム ・農作業の手伝い 

・受注作業 

・廃油石鹸作り 

・創作活動 

・納品、販売活動に参加。 

月～金 柏市及び

近隣地域 

１３人 収益者 市民 

不特定多数 

生活介護てらら ・受注作業 

・ぞうり製作 

・創作活動 

・調理実習 

・納品、販売活動に参加。 

月～金 柏市及び

近隣地域 

４人 収益者 市民 

不特定多数 

日中一時支援事業 

「ほっとほっとルー

ム」 

障害者の居場所作りと保護

者の就労支援及び休息等 

月～金 柏市及び

近隣地域 

２人 収益者 市民 

不特定多数 
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（２）その他の事業（定款に「その他の事業」として定めている場合のみ） 

 

事業名 

 

事 業 内 容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事者の

人数 

     

     

     

 


